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今回は紅葉 について語 りま しょう。

カエデ科の カエデは カエルテ(蛙 手)の 訂ヒった語だそ うですね。漢字の楓は マンサ ク科の フウの

事:で械 もカエデでは無 い と牧 野博士 は言 うそ うですが、今は慣 習で用いて居 ます。花言葉 は"遠 慮

""陰 栖"
。 さて百 人 一首に出て くるモ ミジを歌 ったのは

「このたびはぬさ もとりあへず手向山、 もみちの錦神のま にまに(菅 家)」

たびは旅 と度 と掛 けてい ます。 ぬさは御幣 で手向山は奈良 県の峠 、まにま にとは御意の ままにと

い う事なのです。

「奥山に紅葉ふ みわけ鳴 く鹿 の、声 聞 く時ぞ秋 は悲 しき(猿 丸大夫)」

隠瀦 の孤独感や寂蓼感がよく出て居ますね、作者は不明ですが誰かのかくれ名だそうです漉 ⊥

の鳴声は雄が雌を呼ぶ時 だそ うですが奈良公園 で聞 いた要が あ りま した。仲間を も呼ぶ。

「を ぐら山峰の もみ ち葉心あ らば、 いまひとたびのみゆ き待 たなむ(藤 原忠平)」

を ぐら山は京都嵯峨 にあ り、み ゆきは醍醐 天皇へ の願 いで 、紅葉 よ行幸 まで散 らずに待 て との願

いを托 した ものです。

「嵐吹 く三室の山の もみち葉は、龍田の川の錦な りけ り(能 因法師)」

嵐吹 くは満山の紅葉が散 乱する様、三室の 山は大和国生駒郡 、龍 田の川 も生駒郡 。

歌の解釈は 文学や歌道 に堪能 な諸 者の どなたか にお尋ね下 さい、読 めば読む程味ある奥深い心境

{の 様ですが 熟 風流な私に1ま裏の裏 まで察知 する力がありません・ ちょっと万難 を開いて 見ましょ

う。難か しいですが モ ミジに関す る もの2首 、

「吾が屋戸 に黄変つ かへ るで見 るごとに妹 を懸けつつ恋 ひぬ日はな し」

吾が屋戸 はアガヤ ドで 、黄変つかへ るで はモ ミづ蛙 弄です 、妹 は恋 人です。

「児毛知山若かへ るでの もみづ まで宿 もと吾 は思ふ汝 は何 どか思 う」

児毛知 山コモチ ヤマ、かへ るでの蛙手の 、 もみ ずまで紅 葉迄 、宿 もと吾は思ふ ネもとワはモふ と

読む、妹 イモは恋 人の}髭,

万 葉研究家 に聞か ぬ と仲 々に解せ ぬ歌の様 です ね。 ここで紅葉 について記 しましょう。

本道 に最 もあ りふ れた ものには、 ハウチ ワカエデ(羽 団扇楓)、 ヤマモ ミジ(山 紅葉)、 ミネカ A
エデ(峰 楓)、 ミツデカエデ(三 手楓)、 オオイ タヤ メイゲツ(大 板 屋明月)、 エ ゾイ タヤメイゲ

ツ(蝦 夷板屋明月)、 コハ ウチ ワカエデ(小 羽団 扇楓)、 オオモ ミジ(大 紅 葉)、 オガ ラバナ(麻

幹花)等 があ ります。 正式 のモ ミジは別名 を イロハ カエデとか タカオカエデ と称 して本州産です,,

イタヤカエデは黄変 する部 に入れ、黄葉種 はみな略 しま しょう。 又、 力エ デ科 に属 しないで紅葉す

る もの も沢山あ りますが省略。 モ ミジの語源 は、 詩ベニバナを使 って自絹を紅 く染めて鮮 紅色 とす

る事を もみず ると言 うのが靴 ったと言 うのです。ちなみに源氏物 語に柏木 とい う巻があ りこれ に出

て くるモ ミジはイ ロハ カエデの事で あるとの考証があ りま した。

カエデ科の分類 には雁股状 の(双 翅 果')角 度 が大切ですか ら標 本を作 る時は花 と共に この 果実 を

も揃 え ましょう。 美少 女が恥か しそ うに、顔 に もみ じを散 らしたよ うに と形容 した文 章は仲 々うま

い 表現ですね。
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